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研究成果の概要：  
抑肝散は近年使用量が増えた漢方薬である。主に認知症患者の周辺症状改善を目的に投与さ

れてきたが、最近では周術期のせん妄予防にも投与される。抑肝散の副作用として低カリウム
（K）血症が知られており、そのリスク因子として低アルブミン（Alb）血症がある。周術期は
低 Alb 血症を伴う場合が多いことから、周術期症例を含む抑肝散投与患者を調査し、低 K血症
の発症に及ぼす影響を明らかにした。その結果、抑肝散の周術期投与が、認知症への投与より
も低 K 血症のリスクが高まることが示唆された。特に周術期のせん妄予防を目的に抑肝散を女
性患者に投与する場合、Alb 値に応じて減量を考慮する必要があると考えられた。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義  

高齢化に伴う認知症患者の増加により、今後も抑肝散の処方頻度は高まると予想される。さ
らに、近年では周術期のせん妄予防に抑肝散を投与する機会も増えている。一方で漢方薬の安
全性を過信し、抑肝散を漫然と投与して低 K血症が重篤化する例は後を絶たない。今回、周術
期症例を含めて抑肝散の低 K 血症の発症に及ぼす影響を検討した結果、周術期の投与では低 K
血症の発症リスクが高まることが示唆された。低 K血症を発症しやすい患者を特定できること
は、抑肝散の適正使用につながると考えられる。 

 
研究分野：薬学 
 
キーワード：抑肝散、偽アルドステロン症、低アルブミン血症 
 
１．研究の目的 
抑肝散による副作用として、低 K 血症を主症状とする偽アルドステロン症が知られている。

本副作用は甘草含有量が 2.5 g/日以上の漢方薬で発症頻度が高まると言われており、抑肝散は
甘草含有量が少ないため（1.5 g/日）発症頻度は低いと考えられてきた。しかし抑肝散による
低 K血症の報告は後を絶たず、重症化する例もある。これまでの調査により、抑肝散投与によ
る低 K 血症のリスク因子として、高齢者、女性、高用量に加え低 Alb血症が重要であることを
指摘した。近年では、認知症の周辺症状改善目的だけではなく周術期のせん妄予防に抑肝散を
使用するが、周術期は低 Alb 血症を伴う場合が多い。そこで抑肝散を安全に使用するために、
周術期症例を追加して低 K血症の発症に及ぼす影響を明らかにした。 
 
２．研究成果 
抑肝散投与患者 395名（男/女：210/185、年齢：69.6 歳）を対象に、抑肝散の投与期間と臨

床検査値を調査した。94名（23.8％）が抑肝散投与開始 21 日（1–1647日）後に低 K血症を発
症した（発症群）。発症群における周術期投与の割合は、低 K 血症を発症しなかった非発症群と
比較して高く（30.9 vs. 14.6％，P＜0.05）、低 Alb血症の割合も高かった（52.1 vs. 37.9％，
P＜0.05）。COX 比例ハザード解析より、低 K 血症のリスク因子として周術期投与が最も大きく
（HR：5.89）、次いで減量せずに投与（1.89）、低 Alb 血症（1.88）、女性（1.82）の順であった。 

周術期投与を含む抑肝散投与患者（周術期投与の割合：18.5％）を対象とした今回の検討で
は、周術期投与を含まない場合と比べて低 K 血症の発現率（23.8％）が 2％上昇し、発現まで
の投与日数（21日）が 3/4に短縮した。このことは抑肝散の周術期投与が、認知症への投与よ
りも低 K血症のリスクが高まることを示唆している。特に周術期のせん妄予防を目的に抑肝散
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を女性患者に投与する場合、Alb 値に応じて減量を考慮する必要があると考えられた。 
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